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，プラジルは世界で有数の農業国となりつつあり， しかも未閑発の広大な農業用地を持ってい

ることから今後の発展か庄目されている。当熱帝農業砧究センクーとしても，ブラジルの農業の現状

忙ついてでぎる め， の便宜忙供すべく努力している。

当センターては，昭和49年 2月から昭和5 1年 3月まで，研究第一部（現企画調査室）の日野穏

をサンバウロ大学農学部紅派直し，プラ；；ルの畑作病害の研究に従事させ，かつ余裕かあれば

プラジルの農業についててぎる阪り知見を得るように依頼した。

この期間中に提出された報告書の一つである「ブラシルの稲作」は，当人か植物病理学の専門家で

あるにもかかわらず，プラシルの稲作の現状を適切応とらえた貴重な知見であったため，ここに熱帯

ンクーの資料の一つとして残すこと 1てした。今後，専門家によってプラジルの稲作の各分

野は詳し〈調査研究されるであろうか，その際の手引壽として有効な指針となりうると確信している。

最後1,、こ，情報・資料を提供されたプラシルの行政機1見・研究殴関・目営農家の方々ぢよび在ブラシ

ル日本国大使飴・領事館の熱心なこ励力に対し厚く徊礼申し麦ける次第である。

昭和5 1年 11月

熱帯農業研究センター所長

村上寛
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ラジ）レ 稲作

日野稔彦
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1 緒 言

プラジルの固土面積は日本の約 23倍で， 8,5 1 1, 9 6 5に吋であり，南米大陸の約半分を占めて

いる。北は北緯 5度 16分から南は南緯 33度45分古での広かりかあり，気候はもちろんのこと農

法も習慣も各地で異なっている。

地形の概観をとらえるの 1ては水系から述べるのか理解に成利であろう。ブラジルの水系は図 1に示

したように，大き〈分けれはアマゾン河水系↑ ラプラタ河水系、サンフランシスコ河水系である。こ

の 3水系に国土のほとんとか属し，その他筐大西洋に流入する小さな水系かある。
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ブラジル国境

図 l ブラジルの水系

※ ひのとしひこ 熱帯農業研究センクー
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アマゾ とんどないと考えてよい虞と小合〈， 中流 ての T如迄
元そ戸j

1 0 0 m以下である。ラプラク河水系ては

ブラジル国内の

けであるっ中央部を走る水系境界は高

にあるネブリ・-"ナ且」 3,0 4 5 m吃り，

主る勺しかし，毎岸山脈のほとんど

か応下降する。

ついては詳しい

と1谷忙呼ばれる ，ずだわち

ある。これ忙隣接し

ラード地帯の東側はカーチンガ地筈沃沃と呼はれる あり，

和左 ある()

専門は病害であって， ないか，

ことをここしてさとめてみた。プラジルという めに喜いたよう忙 尻広いため，ややまと主り

かないもの忙たったか， 塩許し顧いたい。

2
 

か多いので，この

（山脈らしい

麦，る。ブラジ）レ

念るピコし夕(,,

1, 5 0 0 m以下てあって，これから

を総括するの

ブラジルの稲作概況

プラジルの主要作物のうち重要なものは，年間の 1人当たり

キャッサバは年間 1人当たり生食用の種類て 63. 9 K'}, シアン

の国岸山脈てあり，

ン イ

，別述の海岸山派た

、r

山2,89 0 m 

！て向かって緩や

るか，殴していう左らは，

ん， I~バI又14V<こ示したセラード

フ4 ラ

う

との国境

含，これはアマゾン河水糸のほとんとを投う（）セ

硲温帝の中間の温

次いで重要なのか米であって，

らみれは，キ

て44. 9 

r
L
 L
 

プラジル

のやせ地

した

ッサバてある。

る()

4 8. 6 Kgてある。続いてコムギ。トウモロコジ｀フェジ，ン豆・サッ

マイモ・ジャガイモの順であり，それそれ 29. O Kr;;, 

るc

2 8. 9 K:;z, 

概して言うたらは，キャッサパの価格は安〈，農民の自

反し，米旦キャッサバ筐比べて高価であり， 目

2 1. 5 K9 , 1 6, 0 K化 1 1. 4 K~ を消

（，吝紐栽培か多いのに

なく，市場への取先を目的とした栽

培かぼとんどである。キャ yサバは低所得階層の人々に，米は中・磨所得階層の人々に多〈消費され

ていると考えてよいであろう。

プラジル

広いが， トウモロコ、ンは大部分は食用油や鳴なとの飼料に加工され，さたは蛤出され，食用に供され

るのはわずかである。次い

産者段階の

4 0円，

1 筐示しだと翡りであって~，面積から見れはトウモロフジか最も

含いのは稲である。これはぼ汽全部が食用に供される。生

も，収穫醤か多いトウモロコ、ンか51億クルゼイロで歳も間〈，次いて米の

4 4億クルゼイロてあるo 収穫量か詳を抜いて多いキャノサバは 35億、クルセイロ (1クルセイロニ

1 9 7 4年 4月）であって，前述したキャノサバの苓細性と安さを果付けている。

地帝の大部分は気候区分としてはサバンナ気候筈に属している（）セラ

---卜はフラジルに姦ける植生忙よる地荀区分であるので，一般の気候区分とは一致しない。概して苫

＊セラード (CPrrado)

うならば，半乾燥のや あるか， この言葉もセラードを明確には示していない。

咲＊カーチンガ (Caatinga)地晋もブラジルにおける相直生1てよる地帯区分てあるしぅサバンナ気

候帯より雨量か少なく，有刺植物とサポプン類か多い。
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プラジ

作 物
収穫面積 収穫量

(1, 0 0 0加） (1, 0 0 0 t) 

キャッサバ 2, 1 0 4 2 6, 5 5 9 

トウモロコシ 9, 9 0 8 1 4, 1 D 9 

米（もみ） 4, 7 9 5 7. 1 6 7 

フ ェシ‘‘ ョン豆 3, 8 1 5 2, 2 2 9 

コムギ 1, 8 3 9 2, D 3 1 

サッマイモ 1 5 8 1, 8 1 4 

ジャカイモ 1 8 9 1, 3 3 7 

収量

(t/ha; 

1 2. 6 2 

1. 4 2 

1. 5 0 

0. 5 8 

1. 1 0 

1 1. 5 0 

7. 0 9 

生産者価格

(CR$ 1000000) 

3, 4 6 5 

5, 1 2 3 

4, 4 1 0 

4, 3 1 7 

1, 4 9 5 

3 5 3 

1, 0 8 8 

I BG凹 19 7 4 

表 2 主要な米生産国のもみ生産量と収量 (19 7 2年）

固名

中国（大陸）

インド

インドネヽンア

日本

バングラデシュ

タイ

プラジル

ビルマ

ブラジルの

作付由積 生 産 収 里''" 

(1, 0 0 C1 ha) (1, 0 0 D t) (t //w) 
——''—- --・ 一―- - . ・・-・ 

3 3, 8 0 0 1 0 4, 0 0 0 3. D 9 

3 6, 5 0 0 59,000 1. 6 2 

7, 9 3 0 19,400 2. 4 4 

2, 6 5 0 1 5, 4 0 D 5. 3 8 

9, 5 0 0 1 4, 3 0 0 1. 5 0 

も， 50 0 1 1, 8 0 0 1. 8 2 

4, 8 2 0 7, 8 2 0 1. 4 3 

4, 3 5 0 7, 5 0 0 1. 4 8 

稲研計画喜 1 9 7 3 

1 9 7 2年には表2に示したように， 78 2. 4万tであって，中国・イ

ンド・インドネシア・日本・バングラデシュ・タイに続く生産国である。プラジルの生産菫はビルマ

と筏ぼ同程度であり，年次変動を考息しても世界では 7~1 0番目の米生産国であろう。ブラジルの

収量はha当たり 1.4 3 tであって，インド・パングプデ、ンュ・タイ・ビルマと同程度である。ただし，

プラジルの稲作はアジア諸国と異なり，陸稲か主体であって，面積では約 80 %を占めている。
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3 ブラジルの米（~ もみ）の生産の年次増

次
収慢面積 収 穫 里国 収

(1, 0 O O ha) (1, 0 0 0 t) (t /加）
-- • ---- ----- • • —-• -- - -- . ·-~~-~. " 

1 9 4 8 1, 6 6 2 2, 5 5 4 1. 5 4 

1 9 4 9 1, 7 5 8 2, 7 2 0 1. 5 5 

1 9 5 0 1, 9 6 4 3, 2 1 8 1. 6 4 

1 9 5 1 1, 9 6 7 3, 1 8 2 1. 6 2 

1 9 5 2 1, 8 7 3 2, 9 3 1 1. 5 1 

1 9 5 3 2, 0 7 2 3, 0 7 2 1. 4 8 

1 9 5 4 2, 4 2 5 3. 3 6 7 1. 3 9 

1 9 5 5 2, 5 1 2 3, 7 3 7 1. 4 9 

1 9 5 6 2,555 4, 3 8 9 1. 3 7 

1 9 5 7 2, 4 9 0 4, 0 7 2 1. 6 4 

1 9 5 8 2, 5 1 4 3. 8 3 0 1. 5 2 

1 9 5 9 2, 6 8 3 4, 1 0 1 1. 5 3 

1 9 6 0 2, 9 6 6 4, 7 9 5 1. 6 2 

1 9 6 1 3, 1 7 4 5, 3 9 2 1. 7 0 

1 9 6 2 3. 4 9 5 5, 5 5 7 1. 6 6 

1 9 6 3 3. 7 2 2 5, 7 4 0 1. 5 4 

1 9 6 4 4, 1 8 2 6, 3 4 5 1. 5 2 

1 9 6 5 4, 6 1 9 7, 5 8 0 1. 6 4 

1 9 6 6 4, 0 0 5 5,8 0 2 1. 4 5 

1 9 6 7 4, 2 9 1 6, 7 9 2 1. 5 8 

1 9 6 8 4,4 5 9 6, 6 5 3 1. 4 9 

1 9 6 9 4, 6 2 1 6, 3 9 4 1. 3 8 

1 9 7 0 4, 9 7 9 7, 5 5 3 1. 5 2 

1 9 7 1 

1 9 7 2 4, 8 2 1 7, 8 2 4 1. 4 3 

1 9 7 3 4, 7 9 5 7, 1 6 7 1. 5 0 

IBGE 1949-1974 

プラジルの米の生産は表 3に示したように過去 20年間にほぼ2倍に増加している。しかし，収量

はha当たり 1.3 7 tから 1.7 0 tの範囲で停滞しておcI'.)'単位面積当たりの収量の増加は認められす，

作付面積の拡大による生産量の増加と考えてよいようである。古た， 1 9 6 4年から 19 7 3年まで

の過去 10年間の米の輸出を見ると， 20万tを越したのは 19 6 5年， 19 6 6年の 2回， 10万
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tを越えたのか 19 6 8年， i 9 7 1 

5万 t以下が残りの 4口てある。 1『

2 [f己,5万 Lを芭えたのか ・19 6 9 

平均は 10. 7万tてあって，輸

る。プラジルの米の生産仔次噌け土砂¥C')よりして，輸出

のための自固消費厚の叩加ドよるもの

フランルに芦ける米の生産鼠の分布！』，凶 2筐元しだように，中部から南部忙かけて多いo東北部

はカーチンガ気候詈であり，雨量不足と半砂は〈禄の士地のため収量か不安定であり，イネのみなら

ず他の作物危少ない。北部諸州は熱筈濯潤気候罰であり，未閾発ご）土地が多いため忙稲作は少なくな

し了でなく，人口

1 9 7 0年の 2回，

わずかであ

2. 9 %の人口増

っている。
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図2

ブラジルの稲作

収量は変動しやすい。

プラジルにおける米生産量の分布 (19 7 3) 

あることである。このため，稲作期間中の雨量分布によって

体も変加するo表 4筐19 7 3年の各州別収穫面積・収穫量・収菫

を示し，表 5に 19 6 8年， 1 9 7 0年， 19 7 .3年の収量を示した。この表の中で収量の変動か大

含いのは東北部のピアウイ州，セアラ州，リオグランデドノルテ州，バライバ州，ペルナンプコ州で

ある（うこれらの 5州では， 1 9 6 8年の収量かそれぞれ 1.29, 1.74, 1.06, 1.56, 1.94 

t /haであったのに反し， 19 7 0年の収量はそれそれ且 69, 且53, 0.27, 0.53, 1.09 

t/加であった。そして， 1 9 7 3年の収量は 19 6 8年の収量とぼぼ同じ値を示している。この

1 9 7 0年の減収は収量たけでなく，収慢面積も極端に戚少しており， 1 9 7 0年忙はこの表には数

字として現われていないか，祖付不能畑，収穫皆無畑か多かったであろうと思われる。前述した諸州

の 19 6 8年の収穫面積を 10 0とすれば， 1 9 7 0年の収穫面積はそれそれ92, 82, 54, 
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8 1 , 8 2である。

4 ブラジル各州の稲作 (19 7 3年）

州・準州
収穫面積

(ha) 

ロンドニア

アクレ

アマゾナス

ロライマ

弓ノ
C

、
/
 

マ ゜，マ.,,

マラニョン

ピアウイ

セアラ

リオグランデドノルテ

バライーバ

ペルナンプコ

アラゴアス

セルジ．ノペ

バイア

ミナスゼライス

エスピリトサント

リオデジャネイロ

サンバウロ

パラナ

サンタカクリーナ

リオグランデドスール

マットグロッソ

ゴイアス

プラジリア

プラジル合計

00970107615156 0 0 0 489446092 
03727633877915389803831033 
39551429814967737373191028 
， ， 
＆ 
999 

0411?&87 " 0 4ゑ0318D?2ス524
279062ー138562701729
5175414497 
， 
4 

収 虔量 収 ．車芦 i

(t) (t /ha) 
-" - --- -

3 4, 2 9 D 1々69 

7, 0 5 2 1. 4 3 

2, 4 4 4 1. 5 5 

1, 5 2 7 1. 0 0 

8 8, 3 9 8 1. 1 2 

3 1 4 0. 6 8 

7 6 5, 2 4 9 1. 2 8 

1 2 1, 6 5 7 1. 1 2 

9 6, 8 8 1 1. 4 3 

8, 1 5 1 1. 1 4 

2 6, 0 2 2 1. 2 7 

9, 0 8 9 1. 8 2 

29,773 2. 1 9 

2 4, 7 0 6 2. 3 0 

4 3, 7 5 1 1. 3 0 

827,951 1. 0 6 

9 3, D 8 0 1. 5 8 

1 1 7, 7 D 3 1. 9 5 

6 D 2, 8 9 D 1. 1 4 

6 6 1, 1 8 4 1. 4 0 

2 2 2,3 2 6 2. 0 7 

1, 4 3 3, 8 7 2 3. 4 5 

7 8 2, 4 5 7 1. 6 6 

1, 1 6 5, 8 8 0 1. 2 6 

4 8 0 2. 0 1 

7,167,127 1. 5 0 

IBGE 1 9 7 4 
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表 5 プラジル各州の米（もみ）収量の年次変動 (t/ha)

州・準州 1 9 7 3 

ロンドニア

アクレ

アマゾナス

ロライマ

―フ°、ノ

アマバ

マラニョン

ピアウイ

セアラ

リオグランデドノルテ

パライーバ

ペルナンプコ

アラゴアス

セルジッペ

バイア

ミナスゼライス

エスピリトサント

リオデジャネイロ

サンパウロ

バラナ

サンクカクリーナ

リオグランデドスール

マットグロッソ

ゴイアス

プラジリア

ブラジル乎均
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このように，プラジルの稲作の大部分は陸稲であるため，作付面積・収穫面積・収量は気象条件，

とくに降雨ひん度によって変動するか，他州では前述の東北部の 5州砥どは変動しない。リオグラン

デドスール州・サンタカクリーナ州は水稲作を主体に，または水稲作か多いので，収量の変動は小さ

い。殴ぼ安定たと述べた州に森いても，農耕者の中には，陰稲は 3年に 1度収穫で含ればよいという

考え方を持つ者かあると言われるほど，農園単位で考えると陸稲作はかなり不安定なようである。
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3 稲作様式による地域区分

国立瑶・フェジョン豆研究センターの地域区分によれは，プラジルの

栽培様式たどから次の 6地域忙分けている。この区分は行政区分とは召攻していない。

気温と降水量は図 5忙示してある。

地域 I: リオグランテドスール州，サンタカクリーナ州

地域II: マットグロッソ州・ゴイアス州，ミナスゼライス州，サンバウロ小Itバラナ州

蛤土壌嶺地形・

乎均

地域m:パラ州，マラニョン州，ピアウイ州，アマパ州

地域N:セアラ州，リオグランデドノルテ州，バライバ州，ペルナルブコ州，アラコアス州，七 Jレ

ジッペ州，バイア州

地域v:リオテジャネイロ州，エスピリトサント州

地域V[: アマゾナス州，アクレ州，ロンドニア準州，ロライマ準州

℃ 
11 
」mm

301 
地域 I 地域 n 地域 ill 400 
ポルトアレグレ トレースラゴアス

気

温

20ト ~ ／ I L, ¥ I n 』 i200 

1 4 7 10 

℃ 地域 w
30ト イビヘツーパ

気

温

20 

t
i
 

1 4 7 10 

地域＼

リオデジャネイロ

｀ ＼  

1 4 7 10 月゜

地域＼］
マナオス

~ 
mm降

200 

水

斌

4 7 10 月゜

図3 ブラジルの各稲作地域の平均気温と降水量（理科年表）
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地域 I に含まれるのは 1) オク~ラ

ドスール州の 乾田 （口A.〕ぐー〉湛（だん）

の州である。サンタカクリーナ小i・I旦

ってぢり，西半分<l)内

ドスール州~ ゅサン、タ

？
 

A~ 

ー

リ...ナ州（り 2)、II叉

障稲は 1希

i日間部仄主として

（は） 違いの

かある。リオグランデドスール州ては砕言規朽『か大氏~ いの［こ反し，サンタカタリーナ

さい自作農か多い。地諏Iの特徴は

るか毎年同じ場所に

とも大ぎな特徴である。

リオクランデ

奢って，水田作

栽培を行

し，水田として当外のことであ

ることてあるう主た,fl召作に肥料ら農薬なとを使用する

へてぐっと高〈，!}: オ~グランデドスー）い州では毎年加あた

り3tを越しており，サンクカクリーナ州では 2,5 t左越 iている。 した地域と考

えてよいであろう。

地域nはマソトグロ y ゾ州・コイアス州・ミナスゼライス外I•. サンバウロ小卜1・パラナ：州であって，

ブラジル中央部筐位置し，この 5:州てブランル園土の約 5 分の 1 を占めるぐ）隧稲か主として竹~られる。

例外としてサンパウロのパーレドバライーバ地区に 4.5万加の水田か克り，その他低地忙小文左水田

あるか，極めてわずかである（）こ

の特徴は次のとおりてある。尿生林・再生林・単地を

して阜を焼ぎ，注ず幽稲を作る。 2~3年すると

肥料匂農薬などはぼとんと使用されないと考えてよいり

甚そら〈 5笏以下であるり

零開墾して放牧地を作る Vこ克たり，火入れ

ので，放牧用

の降雨分年か主と

する。

する。一部では，陸栢に しようとしている農耕者もあるか，また少数である。

使用品種は IAロー 12 4 6 , I A C -1 2 0 , I A C -5 5 4 4 , Bi co Gang a, 了 atao

Precoce, Beira Ca冗戸0 たどで，且ビ料に対する反応か鈍い品種てある。

来する地域としての特徴は， メI3の気品と 図4のセラード分布図のように，＇コイ「ス外 I.

ミナスセライス州・サンバウロ州・マッ｝クロ，ゾ州の大部分はセラード地惜に属し，半,,,立峠やぜ地

地苦である。バラナ州の気候と士凜の組合せは

布する。バラナ州を除含，この地域の咋釉の

の地域では雨期と乾貼の差か極めて明りょうであり，

り，肥沃土凜 たりの詞合で分

因は雨量の年次分布である。こ

となる。冬季の気温は，バラナ州な

と南部では稲作不可能な租展祖て瓜くなるか，北部ては栢作可詑な温度である。

地域Illは大西洋岸に面する北部の州で，パラ外1・マラニョン州・ピアウイ州・アマパ準州てある。

気候的な特徴は，表現かよくないか，庫乞坦］かある湿帷］熱荀である。この地域の一番南のピアウイ州忙

はカーチンガ地帯か存在し，湿潤熱帝とは言い筐くく，アマゾン河河口のバラ州は完全た

あるo稲作か多く行われているのはマラニョン州であり，この州はピアウイ州とパラ州の間忙位償す

る。マラニョン州以外の外iては稲作は極めてわずかである。似たような農法とやや似た気候骨とから

地域Illを設定したようである。マラニョン州筐塩いては， 12月から 5月（と含Kよっては 7月まて）

iてかけての雨期に平らな低地を利用して薩稲か作られる。揺種は穴掲（ま）含てあって，耕起される

ことは少ない。使用品種 中生の Come Cru か主てある。収慢は地方忙よって少し形か違

うか，独特の小刀で穏摘みする。乾媒後たたいて脱投する。この万法は次して述べる地域]¥,'と厄匠共通

である。マラニョン州の稲作か行われる地域の土頃は妙質であり，保水力は極めて低い。土壌かやせ

-9-



亡セラード地悶

・・・・・・・・・・.. HI 境

図4 ブラジルにおけるセラード地帯の分布(IBGE 1966) 

ていることと雑亘かすぐ多くなるため，稲作は定着せす，毎年移動して行われる。

地域Nは東北プラジルと呼はれる地域で，プラ，；；ルで最初忙開かれなから，現在は貧困で低開発て，

しかも人口密度か高い地域である。歴史的背景から一つの州の面積は小合〈，この地域の中に多くの

州か含まれる。セアラ州・リオグランデトノルテ州・バライーバ州・ペルナンプコ州・アラゴアス州・

セル，；； yぺ州・パイア州である。士壌は肥沃度か低く，保水力かない砂質土壌であり，降酎と干天の

差か激しく，稲作される 12月から 5月vcかけての内期忙も， しばしは干天か続〈地方である。農法
は上述の地域皿と記町同じである。降雨分布匹よって収醤か大ぎく変動することは，前章の稲作概況

の項で述べた。

この地域てはアラコアス州とセル 1/o/ぺ州は農法からみて異質である。両州はサンフランシスコ河

河口忙位置し，気候的には上述の諸州と同じであるか，土壌は枯土質てあり，雨期忙はしはしは冠水

する。河水の自然増水を利用した洪水かんかいによって水稲か栽培されている。

地域Vは地域rrの沿岸側であり，リオテジャネイロ州とエスピ 1),, トサント州を含む。この地域の

冬季はおたやかてあり，主た年間の降水量も安定している。枠祖と水稲か栽培されている。特徴的な
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のは水稲であって，主としてリオテ・ンャネイロ州北部で栽培され， j
!
J
 

（『るぁ―

生の De Abril である。 9月から 11月，収穫期は 4月から 5月てあるc 久王［＇口は水田

は牧草地とたる。この地方ては無肥料で加当たり 6て

土t襄は肥沃であるうと思われる。

地域＼］はアマゾン州．了クレ）-ii. ロ/い了轡廿・ロライマ卓伸であり， fマゾ／河の中流・

したという記録かあることガら考えると，

栢か栽培されているが，栽培面積はわずかであり，詳細はわからない。

てある。枠

向ぎ収り調査

の範囲では， まされていることたけは事実である。定着した農法は古たないと考えて~ よいで

あろう。

以上，国立栢・フェンョン豆伍究センクーの地域分類に従って，各地域の '、、

将来の稲作の発展を考えると，現在の農法筐よって容易tて発展・拡大でぎるのは地域lIのセラート袖

帯への隣稲栽培てある。これは現在の技術の注古での面積的拡大である。同し〈地域lIのマノトクロ

ノソ州のバンクナル地方の大沼沢地では， 1 7万haか将来稲作可能と考えられている。大規瞑た水の

制御を前提に，新しい農法を技術的に確立ずれは，生産が安定した広大な枷作地号かて含るてあろう。

地域Nのサンフランシスコ河叫口のこう水かんがい地帝も水を制御すれは作付面積は大ぎ〈国ひる

あろう。

このように，稲作か将来大き〈展閲すれは，上述の印作地域区分は修正しなげれはーたらたいであろ

う。プランルの人 らだけ見ても，これはあ、そら〈近い将来のことであろうと忍オサ心巧

4 陸稲の栽培法

地域区分の単て各地域の立稲栽培の特徴忙ついてはすでに迩ぺた。ここてはブラ／ルの最危

栽培法として，地域nしこおける匹稲栽培i去の詳細を述べるo地域区分の竜の地域nて正へだ晶分は重

るので省略する。

この地域の土襄は大部分かセラード土壌てあって非常にやせた土壌てある。［こもかかわらず，肥杞

を鹿用する晨業者は少な〈，おそら〈農業者の 3%程度であろうと推條されている。国J匹試咲の成禎

では一般忙カリの肥効は劣 I?'窒素・リン酸の肥効は艮いようである。セラード地

を表 6に示したo 窒素を旅用した試咲では，主た農家では，いもち病か発生し戚収している例かしは

しは見られる。

・整地は大規模峠営の農家では大盟トラククによる。この地域の殴載化の現状はよ〈ずからな

いが， 1 9 6 9年のサンパウロ州では面積で36. 8 %は元全に機成化されて宕り残りはトラクタど畠

カの組合せてある。

播種は雨期の始まりを待って行われ，正常であれは 10月後半から 11月てある。古た，早生を用

いて，降雨か安定する 12月に播種されることもある。大規模農業者は 2条以上の揺柿磯をぷった塑

トラククで，小農家では 1条播きの畜力播種破注たは手動播種磯で描種する。播種閻隔は大型トラク

クではすじ播き， 5 0 ~ 7 0し而間隔，！番種みそm当たり 40 ~8 0粒である。 では穴描ぎ，

40~6Dcm間隔て 1穴当たり 5~ 1 D粒播種する。

雑亙防除のための中耕は追常 2~5回，大規模農業者はトラクタで，小農家は畜力で行う。除
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6 ゴイアス州の各姑点での各施肥条件尻沿けるも （ , / //./il 、; 

▲――-----'-. -----―ヘ― -—ー・— ・---------- -・-. -- -- -- - -

4セレヌ、 了ニクンス
---• -~- --------―-------・・.,. --・ ― 
000 2,2 S ;t 9 5 1 

0 0 1 1. 5 9 7 1,9 7 6 1,667 2,429 t 12 9 2-.D 4 

002 2.4 6 5 1,424 597 2,1 5 1 1,767 2,201 

0 1 0 2, 11 8 2,326 54 3.4 [J 1 t 9 6 7 2,3う5

0'I 1 2,569 3,083 3,264 3,539 t 9 D ll 2,5 0 0 

0 1 2 2、29 1 5 0 3,055 3.4 7 0 1, 9 1 2.5 0 6 

0 2 1 2.187 2,9 8も 3.5 7 6 4,233 1. 5 5 0 2.4 0 9 

022 2,048 2,604 4.2 3 6 4,095 1,264 2. も39

1 0 0 2,9 1 6 1, 1 4 6 五29 fl 3, 1 9 2 3,2 0 0 2, も59

1 0 1 2,653 1, 1 9 4 2,2 S 7 ぷ470 3,4 0 0 2,562 

102 2.6 39 1,424 2-81 2 3,509 3,066 2. も04 

1 1 0 2,847 3,458 3.,3 3 3 4,3 7 2 3, 0'I 6 6 9 4 

111 2.9 6 5 2. 7 0 1 3,889 ぶ67 8 2,850 2,902 

1 1 2 3.1 25 2,868 3.5 D 7 3.8・1 7 3, 1 2 6 2,965 

1 2 0 2,812 3,222 ふ403 五81 7 3, 6 6 5じ76

1 2 1 2,8 12 3,048 3,229 3.8 8 6 3.48 2 2.7 5 D 

1 2 2 3.0 0 7 2,923 3, 6 1 1 4.1も4 5、200 3,2 5も

200 2.7 4 3 1,049 2.6 3 9 3.6 0 9 1 0 3. IJ 41 

2 0 1 2,708 1,285 2,604 3.1 2 3 3J) 3 3 3, lJ 5 5 

202 3.1 59 1,021 2,535 3,262 2,553 3,125 

21 D 2,659 2,618 3,507 2..5 6 8 2,983 2.9 6 5 

2 1 1 3. 0 9 0 2.2 5 7 3,368 3,4 7 0 3,028 3.5 62 

2 1 2 2.6 39 2 .. 6 5 3 4,236 3,678 ふi8 3 3,347 

220 3,0 9 0 2,8 61 2,8 8 2 2,984 2、90 0 2.9 6 S 

2 2 1 3、09 0 2,521 4.1 3 2 3.81 7 ふ050 ぷ125

222 3,333 2,708 4,1 6 6 3.6 0 9 2.8 7 9 3.1 7 3 

平均 2,643 2,290 3,194 3,4 3 7 5 0 2,7 7 1 
・―'" -'心.... . -- ------・ 一__, --- __ , .. ----● ---- -- --

Sau z a 1 9 7 2 

a)処理の 0, 1 , 2の数字は 3要素の施肥のレベルを示す。 ， リン酸，カリのいすれも 0'

40, 8DK7/haの5段階である。すなわも， D , 2 0 0 , 4 0 0 K9 / ha , 過石 0, 2 0 0 , 

4 0 OKr;/ha, 塩加0, 66, 132Kc;/haである。
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._,.,., なし．

"""しcc て たいと言っても ては

収樽；；： 2月から 4月ごなけで芍われ，

シてい

v, る、

だいて

樟より恣平祖れるし）

r, ,; ヽ ＼し？ら， Bi

1 2 4 6か最も広〈普及し

了、
’』{r,ム

し．

いる。市

，ヽ介

る古い。

コン~バインで収樽するか，

゜
G2,n 

r, 
ふ

4

な

よ

A -・1 2 4 6, 

るので，

乾長機を使用す

+3 a
 
r
 

ぞ

てあり，

こ

了こl，上 ra " り

IAC-

ぁ

主C-る 表 7戸示しだ。

が点は栽培期間1可グ）降F「]分在てある〔，峰雨の分布か乱れ 〈と収量か

r
J
 

（
 
る

表 7 咋揺i主要 の年記性~

一- -- - - -・----- - - ---- - - --

i_:'ょ_; 口‘、I、ヽ

起 面
- -—、、-、、一—

在

もみの色 仁っ

葉 色

＼ (C呪）

エ々咬k

生育日叡（~ 日）

(C1n') 
’ 

も

(mm 1 

(rmn) 

比

いもち病抵抗性

病抵抗性

耐 倒 伏

ゎ

日日,, 

1 2 5~ 1 3 5 

1 5 0 

25 

35 

一- --

来

1 0、1

ふ2

5、12 

弱

弱

強

やや強

ハしC)
 e
 
在

心"'、J

粋

r 
•ヽ

黄

は゜

緑

1 0 5~1 15 

1 2 lJ 

角―
、

1

6
 

2

2

1

 ；

弱

強

蛍

＇

，

 

0

5

0

5

 

り

？｛

5

，ー

~9 ~-- -—- -

ら（）

明

a 

ら

緑

105~115 

1 2 0 

追

2 0 

33 

1 0.3 

3.3 

3.1 4 

やや均

強

やや強

Bat 8
 

.
l
 a
 

ヤ IAC1 246 

弓『'recoce
ー•一~ ~ 一-- - - -—--- - -- - - - --- ----

--k 

米『）0'.1rado 在来 Prat2i u 
戸recoce

の

わ

X子もro1a

わ ら〉 わ らノ

唄 緑

1 0 0ヘ-11 0 

1 2 0 

明 緑

立立
eel 追

小

30 

8.7 

3.3 

2.61 

やや弱

弱

強

115~120 

1 3 5 

艮

25 

33 

9. 8 

3.1 

3.1 2 

やや弱

弱

やや強

耐 t― ,1、生
. 、.. . ・~ ~ • ヽヽヽ .•. . ・・~

やや強 やや強
..... . .、、-

やや強 強
～・・ー ・..

Sauza 1972 
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コイアス州・ミナヌセライス州各地に袋ける品種のもみ収量

(K,9/ha〉

呵；

'" ~ ~ 々

Pr旦t己0 PT8COC8 

}メ［ツンビアラ

ン 1

ン~＇し_,:ニア ス）
4'~ 

,
 

，
 

A,' 

ソンビアラ

llニョ

ヌ，

ニここ,_

ネロポリス

ルピアタパ

2,8 1 3 

839 

1,333 

539 

1,651 

3.2 1 ll 

2,3 Cl 7 

2,.3 0 0 

51 8 

274 

452 

682 

2,4 3 4 

2,4 9 6 

2.6 5 3 

2,1 2 6 

2,4 7 6 

1,320 

1,0 1 8 

1,5 3 4 

3,472 

2, 1 8 6 

2,560 

6 8 4 

4 0 6 

1,0 3 9 

617 

1,7 4 4 

1,055 

1,4 4 0 

2,226 

2,066 

854 

920 

1,466 

3,3 9 4 

1,5 6 0 

4 8 0 

260 

822 

7 1 2 

1,444 

7 6 6 

1, 1 8 D 

3,226 

1,421 

1,360 

1,3 9 0 

2.4 9 4 

3,283 

2,929 

2,880 

546 

256 

1,4 2 4 

1,088 

2,7 8 0 

3,004 

3,2 5 3 

1°reCC;C8 

1,886 

2,531 

6 2 7 

1, 0 5 1 

1.7 2 0 

3.4 7 8 

2,226 

2,5 7 3 

839 

484 

1,2 41 

6 77 

1,607 

1,0 9 5 

1,540 

2,:i 9 3 

1,426 

1,4 9 4 

864 

2,300 

3,762 

2々595
• ー・ — ・-

2,5 6 6 

5 1 1 

403 

6 1 3 

7 1 6 

3.0 0 2 

ゑ279

2,8 1 3 

w. 『. Costa et 巳l 1 9 7 1 

8はセラード地喘のゴイアス・ミナスゼフイス州の

だめと思われ，品種尻よっては生育時期のずれのため筐被害を

われた年咄比 である。

見てわかることは，水稲と異なり，収量のふれが大食いことてある。これは降雨分布か舌しれ

しているものもある。しかし左

から IAC-1246の収量のふれが他晶種よ f;小・ざいのはこの品種の耐干性によるものてあろう

と巴われる0IAC-1246は南サンタカリーナ州から北はゴイアス州北部忙至るブラジル国士ぐ．）

に栽培されてぢり，とく忙サンバウロ州ては面積にして 60 %か IAC-1246

であるということは，この品種の耐干性の優秀合を示す忍のてある。

もう一つの間題点は優良杜子の取得てある。 19 7 0年のテータては，種子 14, 3 7 5 t 

応対し，供給で含たのは 6,6 9 0 tであった。他州ても同様筐＇濡安を満たすことかてぎていない。現

の基準は決して厳しいものてはないが，この基準尻翡いてさえ供給量か不足してい

るのて虎ぇ□基準は，純度98 %以上，発芽率8D %以上，他品種の混人 1D D'I中151向以下，も
ザ殻のない米の混人 1D D'I中3D個以下，他作物種子の混入 1D D'I中2個以下，祉草種子の注も人

1 0 D'I中8涸以下，有毒種子皆無，許容される有毒植物の種子 50 D'I中3D個以下，含水醤13 

と決められている。
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技術以外の間諷点は，地域区分の項て巫べたよう忙，大部分の倖稲作は再生疎林一焼畑ー陸稲ー放

牧用箪地という あって， 2~3年し ，雑草が増すと放牧用草地にするため，

しだ技術を作り指導することかむずかしいことてある。しかも．ぼとんどの場合，謹稲かねらい

ではな〈放牧用草地造成か主目的なのである。

しかしなから，近仔米の価格か上昇したので稲作への関心が高古り，陸栃栽培を目的とする輪作体

系をとる農場が現われ始めているのて，将来は栽培技術指導は容易応なるであろう。

5 水稲の栽培法

水稲栽培地帯は地域Iのリオグランデドスール州・サンクカクリーナ州に集中しており，他州には

わすか忙分布するだけであることは地域区分の章で述へた。ここては，地城Iの水稲栽培について述

べる。

リオグランデドスール州の稲作は 99茄以上か水稲であり，乾田直播，大規模面積の機械化栽培で

ある。他州の水稲作と比へると農業者の栽培面積が大きいのが特徴である。リオクランデドスール州

の水田経営面積は表9のと虹りである。

表 9 リオクランデドスー）レ州の経営規模別水田面積 (1974)

----・--- " '.  —• -

経 営規模 農家数 （戸） 合計面積 (ha) 収穫量 (t) 収量 (Kt;/加）

1 D ha末満 3,969 17,689 5 1,7 3 9 2,925 

1 0-5 Dha 2.6 5 4 6 4,4 1 7 205,624 3, 1 9 2 

5 1 - 1 D D 1,087 7 6, 4 9 6 272.823 3,567 

101-200 6 8 9 94,666 3 5 2.5 8 5 3.7 2 5 

201-500 3 1 1 87,277 3 3 4,4 0 2 3,832 

501-1000 46 2 9, 9 3 4 123,163 4, 1 1 5 

1 0 0 1 ha以上 1 5 2 5,2 7 ? 1 2 0, 0 2 7 4,749 

ムロ 計 8,7 7 1 395,751 1,460,333 3.6 9 0 
------・--・-~・. --・ 呵・---------一-------- ------一-・一- - . . . - -------- • —→一―-------

IRGA稲統計 1 9 7 5 

1 0 ha末満の水田面積の合計は 4,5茄にすぎす，平均面積は 4,5加であるo残りの 95, 5釈は 10 

加以上の水田杭作者で，平均面積に 78, 7 haである。以下に述べる栽培法は上記の 10 ha以上の水田

応ついててあり，以下の各表に用いた数字も同様である。面積からみれは95, 5 %を対象にし

たことしてなるか，水田耕作者の数からみれは半数弱を除外したこと忙なる。

機械化の実情は表 10に示したと芸り，主た一部忙畜力が残っているか，機械化か非常によく進ん

ている。たたし，あせ作りと収穫だけは約4分の 1の面積が人力忙よって行われている。

-1 5 -



表 10 リオグランデドスール州の作業別機械化面積 (ha)

(1 9 7 4年， 1 D ha以上の水田耕作者について）

農 作 業 トラクク トラクク・畜
人 ヵ 航空楔 コンバイン

整

華

播

ぁ

追

防

収

肥 施

地

用

ぜ

肥

作

施
り

用

除

穫

340,929 

3 7 5,5 0 1 

273,853 

3 2 1, 9 5 7 

279,334 

32,528 

44,493 

3 7, 1 31 

2,5 5 7 

1,069 

7,677 

27,351 

4 8,4 3 0 

8 9,8 0 4 

4 9, 9 6 4 

4 3,5 6 7 

7

0

 

0

5

 

7

4

 ，
 

A

5

0

 

1

5

 

90,375 287,023 

―`  
. . . ・...

IRGA稲統計 1 9 7 5 

かんがい水の水源は， 1 9 7 4年の 10 ha以上の水田耕作者忙ついて書けは次のと霜りである。人

工池から 16 5, O O O ha忙かんがい，湖沼から 75, 2 0 0 ha, 河川から 87, 9 O O ha, 小川から

4 4, 3 O O ha, その他から 5,7 3 0 ha, 合計378,000/zaである。この水はポンプによって 224, 

DD D haへ， 自然の流れを利用して 107,000haへ，両者の混用で 46, 9 0 0 haへかんがいされて

いる。リオグランデドスール州立稲研究所（エ RGA)の計算忙よれば，水必要量はかんがい日数

1 0 0日で加当たり 17, 2 4 4 m'である。

稲種子は耕起・整地・基肥施用後播種され，覆士されるo播種量は 19□Kg/haであるが，州とし
ては 12 O ~ 1 5 O Kg/ ha播種するよう奨励している。播種期は 10月中旬から 11月中旬までの項
が最も多い。 1 9 7 4年の播種期を表 11に示した。かんがい水は発芽約 1D日後に入れる。 ti記の

生育の途中では落水しない。

表 11 リオグランデドスール州の播種期

(1 9 7 4年， 1 0 ha以上の水田耕作者について）

9月

1 0月

1 1月

1 2月

＿

前

後

前

後

前

後

前

後

月 播 種

半

半

半

半

半

半

半

半

面積 (ha)

1, 4 1 8 

6, 9 7 3 

3 4, 7 6 0 

146,894 

137,837 

3 9, 1 3 7 

8, 2 2 1 

5 2 4 

不明

合 計

2. 2 9 0 

378,054 

IRGA稲統計 1 9 7 5 
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・1 2 リオグランテドスール州の廂肥状況

(1 9 7 4 1 0 いて）

基
．、~、~

施用

肥
、-

無廂用

肥
sヽ .... -- - - • - - . 

施 用 無施用

戸 数 3.7 2 5 1,215 

面 積 (/1域 289,665 69,950 

施肥量 (t) 7 2,4 6 7 

゜もみ収量(K9-/ha) 3,7 3 3. 6 3 7 

8 1 5 

6 8,4 7 9 

5,275 

3,681 

3,400 

2 3 6,4 5 6 

゜3,690 
IRGA稲統計 1 9 7 5 

施肥は と り，よく行われている。 発芽 45~ 6 0日後に施す。碁肥．

追肥の施用状況を表12 (i(示した（ー） する水田のほうか多い。州の奨励抱肥料は 19 6 9年

には窒素40 K9, リン酸 80 Kg, カリ 45Kg/加であった。

農薬はまだ施用しない水田か多い。病害虫の発生を見てから施用することか多いようである。 19 

7 4年の農薬施用水出は 66, 8 D O lza , 8 3 7戸，無施用水田は 378,000ha, 4802戸である。

収穫は 3月~4月である。第 10表に示したよう忙，約 3/4の水田でコンバインを使用しており，

りの 1/ 4か人力忙よっている。一般に 4月以降応は秋雨が来るため，収穫が遅れるとコンバイン

の使用が困難になる。

JO'har 

ふ00

栽

200 

h ． 

[00 

5a 
6
 。

6
 ，
 

0
1
 

70 75年

図5 リオグランデドスール州における水稲品種群の栽培面積の変遷 (IRGA稲統計19 7 5) 
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1 3 リオグランデドスール州の稲主要品種

(1 9 7 4年， 10 ha以上の水田耕作者について）

-←  

作付面積 (ha) 収穫量 (t) 収鼠 I /ha) 
-- • --- ---- -・--・-- . 一~ヤ--- ----------- --――-――---- ------— 
〔極長粒 〕

I豆GA 407 3 3, 8 1 9 1 1 7, 6 4 7 3, 4 7 9 

A~ulha Precoce 7, 3 7 7 2 6, 9 9 0 ゑ65 9 

A;i:ulha。 1 3. 5 4 3 5 0, 8 D D 3, 5 7 1 

E凹A 405 1 6, 5 1 4 6 2、25 4 3, 7 7 0 

その他 3, 4 7 7 1 0, 8 5 9 to, 1 2 .3 

（長 種〕

Agulha 3 1, 2 8 2 110,036 改51 8 

已已A 404 7 8, 4 7 8 276,539 3, 5 2 4 

凹EA 406 7 4, 5 9 D 290,208 3, 8 9 1 

Dawn 1 0, 4 7 3 39,955 3, 8 1 5 

Bico Torto 3 3, 9 8 4 129,864 3, 8 2 1 

Bl豆eb分 11 3 3, 0 0 5 133,075 4, 0 3 1 

その他 6, 8 6 D 2 4, 9 6 1 3, 6 3 9 

（中粒種〕

Farroupi1ha 8, 8 7 2 29,313 3, 3 0 4 

已EA 304 2. 6 2 5 8, 9 2 4 3. 4 0 0 

Reetz 3, 7 9 9 1 6. 9 8 3 4, 4 7 0 

その他 2. 2 9 2 7, 7 6 3 3, 3 8 7 

〔短 種〕

Japon怠 s 7, 1 1 4 2 1, 1 6 1 2, 9 7 5 

已冗A201 4, 5 5 9 1 3, 9 5 5 3. 0 6 1 

Ca lo r o 1 2. 2 7 8 5 4, 1 5 5 4, 4 1 D 

Cachinho 8, 3 7 9 2 6, 0 8 2 3, 1 1 3 

その 他 2. 3 9 5 8, 9 D D 3, 7 1 6 

メロ 計 3 9 5, 7 1 5 1, 4 6 0, 4 2 4 3, 6 9 1 

IRGA 稲統計 1 9 7 5 

品種は，従来短粒種が主体であった。しかし，市場の要求と育種・導入の進展で現在では長粒簡か

多〈なっている。この変遷を凶 5 に示した。 19 7 1年から従来の長粒種を長粒種と愉反氏神ご)2 

種類に分けた。図 5では簡略化するため忙 19 7 1年~1 9 7 4年の部分も従来と垢りの長粒種・檄
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含めて尼栢（乙 t

タカクリーナ

7 ! こ，耐干

ャふイ tc小1、［・ミナス--¥、フイス州・サンタカタリーナ外11-こも広か

ドスール州ポル i、アレ＇グレ市郊外 vcあるu 1 9 3 8年忙

ヽ~ロ； EEAと略している）として創立含れ，以来 EEAr
l
}
 

f
 

乞）坦在

I只GA

テドスール州は 99 

稲試験場の日り立当時に

このだめ，アメリカから 色1oro, 

(~. 

Ar 

BJ旦

．こ箪で五明したと塩りてある。

。それぞれの交罰；母二年は

す AC4.35は

点ける椙肯下圧

・
~」

し
｝

ごぃ
i
,: ェto

左〈，

，
 

e
 

3
 
ロ）f(
 

T

工

rヽ‘ 
’̀~i 

いし rand巳n

乙） 1)オクランテドスー

いん。 t也域巳分し〗章と

あるため，ここて育放された品

戸ずへて輸人忙頼っていたようである。

Co」豆Ba,

gu 

〈，

℃
J
 

サンパウロ小月の臼かドバイ

cJ 

日arly 

Agt1ll□いくNira

゜
a
O
 
Ar 

よう応，

し

ている()

A
 
G: 
R
 
ー

•9 

ァ｝

。
啜場

れ，

リオグラン

ずへて水稲である（）

，
 

C
)
 

，r土ー
-
]
 
t
 。
r
 

）
 

iー

r4

Z/i ー
h, 可l、,J. r 戸

たのはご汽 l、(〕r c Lb上は

ンか

記に栽培された。

これらの導人品種を使って

から S8 1') 

／ 

て （｝し旦li_ lJ乳， Tap o s, 

、-て u

只o

しているが，

励したがあオり許及しなかっ

て汀吃ったか，いも

たの

7] 
nit且Xh戸,ravilha

か艮（，いもち病vcある

か

a ， 9

、
I
j
 

--rふ今 -, 

L ,;VJ久＼

これらは

1 9 5 9 

だの

x or rーか尋入・試検玄わた。この中て，

その佼心，

o 3 8 8 が凸抜され， 19 5 0 

已ら］巳丘o

vご

1 4 0, 

れ

アメリカ・日本・イクリア・台高・フィリピ

ふ適さす， たたイクリアか

の主安品種とだった。

巳凹 .A4 0 1 , 

された圧

已B:A402

した：：：ti r p<Jが一

は当然のことてある。 Early Pr of i 11 c 

このぼか忙選抜によっ

だと→ 心品種とし，奨

A 4 0 3は長粒で早生であり， 種

じをかった。

このようしこ 19 6 0年以前紅はリオグランテトスール州には

古たは中粒種てあった。 19も1年に至り， 団 Ii!A 4 0 4 

］の交配種であるここの品国は長粒てあって，

〈，栽培されてい

された。

しかも向収てあり，品質

もっていたのて，州内に恐迷仄胄及した。注た他州へも導人

され 当時の小[,[内ての『，已 A 4 D 4の急迷左普及の状況を表15忙示した。
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匂，粒糧：から

〕てある0

と

的指

らの図 表から，

J 心o

近年，固際稲研究所 (I 〗＜只エ）から系統を導人し

にプラジJレ忙

選抜．

なお，
r
,
J
 

9
.
 

-
’
9
9
i
 
已

あるの

図 5区示した。また，

リオグラン

，生育

r,-（
 

(＇＼ 、1力
¥`
！
s
 

T
 

A
1
 

っている＼

中和種，

たのは 19 7 1 

ドスール

ぎるので

1 9 7 1年から I尺

4 D 0 

ある。

A番号へ変史芦れている

るてあろう。現在ては， こ

苔れている主

が育帥固てあし，)

ラ1/jレ全体の稲品種を育成する方針てあるということてある。従来，

呆疇が入

したっこヽ)年次

1 3; こ示しだ。これ

）
 、

3
ふ“

の系統も

として『史用しているc

算入した系統の中にはフランル匹適ずる系統を

向罰砂’

ある0

ただ一つ

ぶ'2[j 0 

,,, 
包：

育成に関与したものは中西祁農南伍究所 (I『日 AりC))'

部農畜研究所 (Ip已A汀）なとである。これらは稲の晶種改良にわすかだから参加

とがわ-;!:,

して心り，

関の名且織裳更忙伴い，国立稲 e フェン"ン百研究士ンクーかコイアス外［コイアニア

して現在新設ごれつつある。研究が逹た如ぽっていたいのて，品種は古た1且していたいか，自｛重叫門か

(I予已 ACS), 北

ぼど

あり，ブ

戌］の中て稲品柿~

ないようであるc これらの従来の農又省の研究磯I規は組蔽変史て）騨体し，建物・

記する

他作物のザ究センターなと［て用いられるのて， ての研究は鯰わっだと若えてよい。
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イネの病害

プン;.ルの稲作仄 /-<ー→干~し l
V よ＿ーエ L, し，て っれ》 ウイルス病と紐菌病Vこついては報告

注
f

、
3カ られたい（う メ＇）、tJvこ分布するウイルス灼のオーハプランカ病はアメリカ南部から中米

にかけて，夜た，酎米ではプランルに隣接ずるコロンビアに忠認められているが，ブラジルからは報

乞か注だだいし，玉者も定だ．般応していない。この病気の媒介虫はブラジルにも分布していると言わ

れていることがら，将来発生する可忙性はないとはいえたいようである。細菌病は報告がないし，

者忍さだ観娯していない。したかって以下に述べる菌類病と線虫病• 生理病が報告された全ての病害

であり，このうち主要病害1、土いもちず戸;. こ注葉枯病，ずし葉枯病である。

，生理病を含めて各／和冑:cついてプラ 1/Jレ杯袋いて研究され，報告されたことを述べる。見出

しは日本語病名・フラ・／ル苫病名・フラ／ルで使っている病原菌名の順である。

1)イネいもち病

Br以 sor弓

p . yrtcitlaria oryzae C旦lVara

ブラジルて最も重要たイネの病害である。無廂肥の場合しては歌発しないが，施肥すると激発するこ

とがある。フラジルての初罰告は 19 1 2年てあり，現在ては全土忙分布する。水稲・臨稲とも杯発

生し，発生部位は栗・節・仮こう 3 もみ．首たとで， 日平の為合と吋［である。

いもち病の伍究は，他のイネの病害と比べてその数が多いo培地上での生育適温は 27 ~ 3 0℃で
あり，胞子の発芽適晶は 27℃であるo系統只いよって胞子の大合さが異なり， 17. 2~2 0.1μmの詳，

2 3, 2 ~ 2 6. 2 ti lT, の翫，この中間の併汀区凧されている。防除忙ついては種子消毒と薬剤散布試験

が行われて芦り，枠臼印且剤としては水銀剤，¥「it21.vax, Arasan(TMTD), Brassicol 

(『CNB)など， B la-S, Ka sはmin, Kitazin P, Benlate, Brestan 

2 Dなとが効呆があり， Ii:ir:osa

や劣ると報告されている。

菌糸の研究はサンパウロ小1,1立生物研究所 (Insti tu to Biologico)とリオグランデドスー

ル州立稲研完庁の 2固所て行われている。これらの研究所て分離された困系は，エ A-1, IA-5, 

Cercobin, Tecto-60, Tecto-Flowableはや

IA-65, IAーも 9, I A-8 5, I B -1 , J E-5, I R-2 1, I B-3 7, I C -5 , 10-2 1, 

Tll-13, IE-5, IG-1, IG-・2, 1日ー 1, 11-1などである。

品種砥抗性についても上記の 2研究所で検定している。ほ場ての抵抗性検定は，上述のように日本

よりもすっと複雑な菌系＃手のもとで行われているため，年次による変動がかなり大ぎい。品種を抵抗

囚子で分類することは注たてぎていないのて，菌系抵翫性とほ場抵抗性が分離されて姦らず，菌系

詳の変動て品種抵抗性の序列が年次的に変如している。このような環境の中で，一応抵抗性とされて

いるのは， エA0120, IAC1246, 1AC47, Stirじe Sel,i Pelotas, suwon 

152, Suwon158, Taichung65, Tainan3, EEA404, EEA201, Dawn, 

K a o s h i u n g 2 1 , Ka・o s h'i u n g 2 4 , C h o k o t o 1 4 , K a n t o 5 1 , N or in 2 0 , N o r i n 2 2 
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などである。

2)イネごま葉枯病

Mancha parda, Helmintosr,or1ose 

Coぐhl i o b o l u s mi y a b e a n u s (8. I t o e t K豆riba ya sh i)いrら,.;門；こe.r 繹

(D巳Sごur, (=H, l ァ~inthosporinrn oryzae Bred⑪ d. e 日'la'})

プラ 1/Jレ全土尻分布し，葉に斑（はん）点を作り，穂にも発生するo病徴は日本と同じである。さ

だ研究されていないが，いもち病抵抗性品種選抜冗当たって，ごま葉枯病の発生程度も考慮している Cl

また，い屯

察がある。

3)イネすじ葉枯病

した Dithane-M45 がこ方葉枯病に慮

Mancha estreita cias folhas, Cercosporiosも

Cercospora oryzae I. Miyal{e 

ったという

プラジル全土に分布し，葉・葉しょう• もみに斑点を作る。逍常は大ぎな被害はないが，逹

水分が不足すると被害か大ぎ〈なる。 IACi246がこの病害のために乾期に伺伏したという記録

あるが，箪者は倒伏は別の原図であろうと思う。

4)イネ小球雨核病

-✓ 
PO d r id a O d OS C O lm OS 8 b a in ha S 

Leptospkaeゲ ia salvinii 「Cattaneo(= Selerotium oryzae 

りattaneo)

分布は水稲を連作している地域冗限られている。 たけて研究は夜たない。

5)イネ紋枯病

Queima cl.as bainhas 

Pe l l i cu la r i a s as a k i i (Shir a i) S. It O (= Rh i z a c t o n i a s o l an i 

Kiょhn)

プラジルでは 19 6 7年紀初めて記載され，サンバウロ州のピンダモニャノカーバ・カクパラ・カ

ンピナスの水稲地帯で発見されている。 IAC435, IRS, Batatais の抵抗性

いずれも抵抗性はなかった。

6)イネばか苗病

Bakanae 

Gibberella fujikuroi(Sawada)Wollenweber(=Fusarium mo11、il i . 

forme Shelder) 
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i 9も7年に初めて癸見されだ＇）サ，/パウロ州のピンダモニヤンガーバ・カタバラ・カラチンケク・ロ

レ’べ，f'Cつ水田で忍められている。ブ，7')')レでは次の研究があるo苗の徒長の程度はジベレリン

氾ど大塁い。ジベンリ によ（反応する品種は I、AC1 2 0, Igは凡pe Agは1ha, I AC 4 3 5 , 

Batata"i、メで 菌乙 応よく分泌した。

）イネ

認iJはiじ

Sc l e・r o p h t h o r n ma c r o s p o r n (臼 ac.) T h i r u m e t a l. (= Ph y t o p h t h o r a 

macrospora·~to ,Jt T巳naka) 

黄化萎（い） , 1 9 6 7年リオデンャネイロ朴1イクグアイとサンパウロ州ピンダモニ

された 2呵だけてある。ガーパ；•ク）水

8)イネ苗の立桔れぷ苗腐れ

玉:ctjnl筏monto daH plantinr.as, Morto das pl巳ntinhas

Fusaャium s戸. , Rh i z oc t onia solani Kuhn, Rh iz oc ton i a sp., 

Pythiv. 切 arrhenomane8 じr巳chslsr, Pythium sp., Sclerotium 

rolfsii E3acc乳rdo, Plしyl l o s t i c t a s p. 

発生の記載たけである。

9)イネこうじ病

発生

Ca rv'. 臼()▽ そ,r d.G, 『also carvao 

Ustilaginoidea ,uirens Takahashi 

だけて吃る。

1 0)イネもみの斑点（イネすす紋病・イネ褐紋病）

Mancha das 図rao

Curv私 la r i a l u n a t a (W a 1 k er) B o e d i j l n, 

Nigrospora. oryzae(Borkeley et Broome) Petch 

水稲・薩稲ともに発生する。

1 1)イネ

Ti l l e t i a h or r i d a Ta ka has bi 

発生の記載だけてある。

1 2)ムラク症

恥1.lata, Mulata de hast、
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原因は不明てあるc字に暗喝（、かつ）色の色

んどないようである。

及ふク，収量への記魯はげ、と

1 3)喝線症

了」:ista -parda 

原因は不明である。症状は葉しょう基部から葉の先嬬支で，維管束に沿って細い 1 、）ぅと（
 

喝色の線を生ずる。茎尻も生じ，腐敗して植物が桔死することもある。この病斑部から Fusariu切

とXanthomonas らしい細菌が分離されているが，病屈性は確めてられていない。

筆者の観察の範囲では，この症状はイネ渇条病Xanthomonas panici 尻似ているが，発生

状況から考えて細菌病ではないよう忙思われる）品線症はカンピーナス

の特定系統たけに発生してあ汀），発生株率も低く，遺伝的な障害である

薩稲系統ぼ場

もある。

1 4)亜鉛欠乏症

Deficiencia de zinco 

サンパウロ州・ミナスゼライス州・ゴイアス州で発生する。硫成屯鉛の庖用て防除てぎ，サンパウ

ロ州の一例ては 5Kg/加を施用している。

1 5)イネの青立ち

Bico de papagaio 

土壌が通気不良の水田で観察されている。

1 6)苗の立枯れ

Tombamento de~J.antinhas 

サンバウロ州モジアナ地帯で 19 6 0年代1-'C苗の立枯れ症状か起こり， 30 ~ 4 0叡咸収した。症
状は葉しょう地際部に維管束に沿って長円形の褐斑を生じ，のち葉が黄化し，乾燥して倒伏を起こし

た。病斑は古い葉しょうに限られ，気象条件が好転したら，病植物は回復して健全植物と同椋Iてだっk.-:,

病斑を生じ，立枯れを起こす症状のほか応，葉に数mm幅の白条も観察されている。原因は強い日射て

地表面が熱せられ，植物の地際部が熱で傷つけられたためてあろうと考えられている。

1 7)葉のねじれとクロロシス

Tor S五o e clorose das folhas 

リオグランデドスール州で 19 5 9年忙観察されたo症状は植物体の上部がねじれ，新葉はクロロ

シスを起こし， 困難となり，稔実不良でしいなを生じた。原因は不明である。

1 8)種子に眉生している紫類

Py r i c払 /aria oryzae, Helmintliosporium oryzae, Cercospora 
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oryzi1e,Pu.sari,i.m i! 一〇こ.. , Cu r vu l a r i a sじ℃. , Ni gr o s p o r a s pp. , 

Alt erna、riff 81Yじ., Epicoccu切吋：：：)D.

1 9) ：イネ心枯緑虫病はイ不の に記した。

8 イネの害虫

前章のプランルのイオ工）病害でi丁，日本と異なる種類かぼとんどなく，きたブラジルにはウイルス

病・細菌病が今のところないだめ，間噂点は日本や東南アジア諸国より少ないことを述べた。一方，

これから述へるイネの害虫ては， 日本や東南アジア語国と同じ種類を探すことのほうがむずかしい。

しかも，フラシルにおけるfi『作病古虫の閂題ては，況状の施肥量・栽培法などの条件であれは，虫害

のぼうが病害より大食い｝

虫についてプランカにあ、いて研究され， されたことを述ぺる。見出しは日本語に仮

訳した虫名・プラジル急虫ク，ブランルて使っている学名の頂である。殺虫剤は，過去の報告をまと

めた1:'lil係から，現任担界中て使用禁止やその方向に進んているものが大部分である。殺虫剤の種類に

闊しては，過去 であって， 指針てはないということに留意して読んていただきたい。

ls opt era 坪し目

i)シロアリ類

Cu pim, Tぞrmid as, For mi gas bran c as 

Synt er切 es SJlp., Corriiter切 es s pp. , Pr o c o r n i t e r me s s pp. 

3属のシロアリか含左れるか， Syntermes sいにが最も普通である。シロアリ類は播種した

イネ し~＇ 左宝し ・d. c_ にコ n d、

がサトウキビやイネ であったところに

る。害は低湿度の砂質土凜に大ぎく，前作

るC,

防除去は殺虫剤を種子に扮衣するか，または土壌に施用する。アルドリン・カンフェノクロラード・

ヘプククロール・クロルテン ・B王ICなどが有効であり，士壌への施用量はアルドリン 40 %粉剤と

カンフェノクロラード 10 %扮剤の混用ては播苔みそ 10 0 m当たり 300ff,全面施用で加当たり

2 D Kr; である。 BH C 1 %粉剤て旦播i含みそ 1DD mあたり 60 0 ffである。粉衣ではアルドリン

4 0笏扮剤を種子 50 Kg当たり 30 0 fl用いる。

Hymenoptera 膜し目

2)アリ類
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raて）a!, "、/, h e y e r i (『ormiga

プラ／ル語名已筏い、，ad,1; ta属のアリを指し

T ら mo n t e) 

/ 
〗は e)nqu enは Acromyrm, X ! 蔓のア［）を指ナ

Atta属て トゲが3f固， Acromyrmex嘔ては 4~ 51固 こ）
 

N
、
r心 である。

，地域・地方によって異庁る。サンバウロ、州では 4 b-isphaerica 

。
冷

1'， 
S
)
 
！
 

r
t
 

~
~
r
 〈，マラニョン州では

第 16表尻示したしう

A. op a c i c・e p s C)雪が名いと報告され いる)

表16 Atta属,Acromyrmex属アリの分布

--- - -- -- - - ―-- -- . - -------

Atta Atta Atta Atta Aero呵げ加ex Acromyrrneぷ

b ispha eria laevigata caping1uira opacic eps 
―- -- - ---

アマゾナヌ ＋ 

ロライマ ＋ 

―フ.‘
 
2
 ＋

＋

 

lando l t』i h ayeri 
--- - - ----- - - --

＋ 

十

十

マラニョン

ピアウイ

セアラ

リオグランデドノルテ

＋
 
+
 十

＋

＋

 
＋ 

パライーバ
， 
ゴ―

+

＋

 
ペ）しナンプコ

fラコアス

+
'
十

＋ ++ 
＋ 

セJLジyぺ

ゞ 9

rべヽ

十

＋
 

ミナヌゼライス ＋ 
+
+
 

＋ 

エスピリトサント

1)オデジャネイロ

ザンパウロ

バラナ

＋

＋

 
十
＇
十
+
+
+
 

十 十七

＋ 

サンクカタリーナ

IJオグランデドスール

」-
' 

＋
 

マノトグロッソ

ゴイアス
.. . . . ャ....... . .. ・・. . 

＋ 十

十

＋
 

＇十

＋

＋

 

At ta bisphaerica, A. capiguaraおよび Acromyrme尤 landoltiの 3叩種

イネ科植物の葉を切る0 一方， Atta laevigata, A- o pa. c ice psはイネ

の筏かに双子葉植物の葉ぶ切る。切りとられた栗は土中の果に連はれ，特殊な菌を培養するための培
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四とされ，ごの菌かア iの食年刀とな凡，：人量の築を切って江めるため，冬皮書｛士｛望めて大ぎい，一＼このア

1)類の生粗1てついでは多〈の 3
 

る）
 

ぢ
名
、

,4

サウ 3 (ヽAtta cpい） ; してげ、 9 アリ 固lH!iこ盛む 一士を平ら応して 1~2

f,4T 

L,‘L↑, 
アリが埃された し斉しっ段出剤斉 鳳咆詔がふさ；力ゞれている＜りて，段

虫斉IJの幻喜は栗いヘパング ;/(s1c-romyr噂 eX ごーしエ:.)い果はサウバ C')ようしこ大苔くな〈，散在し

て芦り，曳いことか多い(7)て，し合ご序臼こよって成炭てぎることが名い。散在するのて，サウパのように

股虫剤は施用しに〈い。力のえさのぼう誓効来白てある，〗土のえさに］サウバにも応用て含る,)

使用槃斉ijf寸~メチルフロマイト・アルトリン・クロルテン 8 ヘプタクロールなとてある。メチJレフロ

マイド見）廊用賢は d.mP/ 5 m', ・ アルトリン 5笏砂）剤旦 10 ;/ /m', アルトリン 40 

5 D 0砿の水応各かして 4m的：：：屑汀月する0

は5叫を

Hemiptera 半し目

3)ペル七ベ ョ念ヵヌ、 'l (土中の力 iム、-/)

戸8rcハ, cc)7 f』；j U Ca  fit 

Scaptocoris casta.r,、Ca

ツチカメムンH〔Cydnidae) 応喜ずる戸空和の＇甚虫てある。成虫・凶 iJ虫と［土中て生息する）成虫

出て魔んで略車力するか，産卯場所は土中てある カメムジ狐特の臭気かあるので，哨吻

を弓！窒抜いただけて，きだ旱地の耕起中こし見気で虫の存在を面忍でぎるハ

こしつ虫は積吻〇恨を吸汁刀ri害するので，夜書喧物は衰弱して黄化する。 しいとf直物は茫死

することが麦る。

てあるし）

しいの旦［打期が長い 9年，｛記閏庁気候のところ，支たは常時湿っている土地

虫は湿気を但って＿わ巳屑尋豆晉に認刷し，［「j)@ては表層に移動する。

函6 ペルセヘージョ・カスターニョ Scaptocor'is c凡 stan ea 

（いはzzi-Anctr,icls 19b7) 

この虫はイネの汽か，ワタ・インゲンマメ・トウモロコシ＇・サトウキビ・ゾルガム・ア）レファルフ

トマト・タ，，ミコ・ヒマワリ・サンキンマメ・コーヒー＊ユーカリ •Melinis minutiflora, 

Br a c h i a r i a p l a n ta g i n ea, Fr a g r a s t i s b a hi en s i .s, JJ o e r h a 11 i a dif fusa 

左~ ど多くの嘔物を加害する。このため，草坦統に被害か大窒い()

としては，可詑てあれは水をためて虫をてぎ死させること，主たは殺虫剤の土壌施用てある。
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殺虫剤の播ぎみぞ施用では，ア］レトリン 2.5笏粉剤古たはヘプタクロール 2.5笏粉剤で3'l/ 1加

B H C 1 %, カンフェノクロラート 10 %, クロルデン 1D笏， DDT1 D %粉剤なとで 6'l/mて

ある。耕起前の土壌への全面散布ではアルドリン 2.5 %粉剤で 2D Kg/ ha, B H C 1笏粉剤合だはカ

ンフェノクロラード 10笏粉剤て4D K9-/hエである。

4)ペルセベーンョ尋ト・アロス（葉。穂のカメムシ類）

Perce▽ ejo do arroz, PE,rcevejo do mato, Pulg'ao, Pu1ga 

danta, Chupador, Chupao, 戸rade, 『ede-f ed e, Tなmar:j 

'『rabij旦丘

Diptocephala punctata., Edessa meditabunda, F11.schistus 

p i n c t i c o r n i s, Mo r m i d e a p a u. p e r c u l a, ,¥!. V -l u t t u m,)!。 yp s・i t om, 

Ne z a r a v i r i du l a , 0 e b a l u s g r i s e s c e n s , 0. p o e c i l us , (). 

ypsilon-griseus, Proxys pu.nctulatus, Tibraca 

l i汎 bativentris

これらの虫は地上部を加害するカメム、ノ類であって，すべてカメムゾ科 (Penta.tomidae)に

属し，水稲・陸稲を害する。この中で普追に見られ，害が大ぎいのは Oeba.lus poecilusと

Tibraca limbativentrisである。

O. p o e c i l u sはリオグランデドスール州からアマゾナス州古での諸州で観察されていることか

ら，ブラジル全土忙分布するものと思われる。この虫はイネ以外の作物も加害し，被害の報告があっ

た作物はコムギ・カラスムギであるo主な食草はライムギ・オオムギ・グアバ・ニンンン・ワタ・ピ

ーマン・トウモロコジ・ケイヌビエ・メヒシバ.Br a c h i a r i a p l an t a g i n e a, Pa s pal um 

f u r c a t u m, P o l y g o n u m a c r e , P. h y d r o p i p e r o i d e s, S e l a nu. m 

s i s y m b r if o l i um, S, inc a r c er a t um, Lo l i 1l m 71/1./,l ti f l o r it mであるのこの虫は

稲作期間中に 2~3世代操返し，他槍物を入れると年間紀 4~5世代であるo 加害部は上述したよう

に地上部である。とくに，孔執期のもみが加害されると，もみはしいたにたる。こ執期のもみか加害

されると，米に暗喝色の斑点がて苔，米の品質を落とず。

Tibraca limbativentrisはリオグランデドスー JレJ-liからマラニョン州注ての諸州て観

察されており，この虫もブランルのほ阿全域に分布すると思われる。害は上述の O.p o e c i l i s 

のそれと同様である。食草は Paspalum ぃ• ッilli, Tridens brasiliensis, 

And r o po g on l a t e r a l i s で来る。

これらの虫の防除法は，耕起前であれは雑草を焼くか， BH Cを散布する。槙付け後に発生した場

合は， DDT5 %粉剤を 1D - 1 5 K'j-/ha散布する。このほか，バラチオン・リンテン・エンドリン・

カルバリン・マラゾン左ども有効である。

5)ネアプラムシ

Pu lg因o da raiz 
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Rho pa I o s i p hソ可

ネアブラムジは謹稲iで発生し，

.itいるが，

る影響方

/, £p 

て

doptera 

6)ラガルク。エラ．：ぐモ

La gar ta 

ヽ
』

1(
S
 
d
 
casul 

ハ
'
)

rt~ 
l『l

ela,Fn、S

E!asmopalp1,1,s ni3 
？
 

i‘ 

マダラメイガ科 (f'hyc,t々』i./ [l ・,'L' 芦扉（び

〈，名〈の項物を るノそ±t;、 ょ、ゞ-

メ，サトウキビ豪ソル•カム.f 

虫であるのて， 7J<、打丘て

成虫

t て

さいが，

して食害する。

I Jo/ l 
し，ふtl 

5ゞ
ー』～

こ
も

心

部分に，

けられ， 初め戸

1週間後から害は目

さ
ダ
ク
rÌ
 
sp/8nd>' 

~J 

s
 

出C・

土ゃ植物の小片をつ：

心＼

苓 C'

結されているので，桐物を己Iき抄(<c': を

ラ7
 

[‘ 
入～

，
 

4
9
 

ヽ
1,

9
 

J
`
 

)¥, 

J 『r,;:7

ヽ虔;f
 

~! 

虫

l シ~、コム平← 予ゥカヤ

メ衰 '1

ぎいい~ 乳］はイネぐ岬芍い葉ぷ

古

ご
し
＂
~
9
9
 

f
 

吉ハ戻る。

久
ノょ 茎

すはやくこの管の中

によって異左るが，

Iゞ r、
•.;:, jゞ

見か小さな土塊に似ているので

れていて耐久力がある。鵡を作っ

この虫の害

ることがある。全戚しだい罰でげ

てある。節間伸長勘剛I(ヽ旦

する（）この病徴をプランル悟こ！‘

ってから食入した虫

心枯れ葉たけが抜けて来る。

の蔚しょうた士壌尻古け太

こC_)虫の害の歌しさ尻凰，＇賓ずるよう

て

柏付け前の予防法としては，

剤の施用法は 3)のペル

ム

と食を選ふこ

芍-;,,
亡へ ふ

らこ万

、i9,
9:
／
 

§ 殴'Jl'tfiJを

ら'1 (] 

＼も

悛(,:ふff'.令・ る，~、）芦

C)ち より心亨卜....,_迄間＇

，糧り也し了穴を夜げる()

I/に公 戸 1!・,!四 I
i"豆 0 、.'し9 自ぐこ

」中iこ残る。虫旦

・［中tご作る。ら側に

にある繭は

へ^い， j-lへLi'『uぎ ・意味け[―Iぷ

はし茫れ葉だけて";な〈，柏

では

との間は唾（だ）仮了ご輯〈連

る前仄

， )i中比日1戸

lr~ 
し
，
 

泊炭点＇ヘ，r
 

巳

＂廿「ヽ
か
↓
り

，
 

しなかった畑で鳳拿成し｛，戸J,心ハ1

も大ぎ＼ヽ己は柏物

し，

わよ

ft:;['、t古+;

:) {1t言仇苺!j

カ；：抜け

ること， 

出，

曳一勺合： > • 

名

閉ヘ
＞‘ヽ：

"I~ 
A
 

,
x
.
9
 

E
 
七」
ふバー

{

,

 

へ
'
t
-

i' 

Iか:

後 1D•·.'.2 Q日の間C勺

匹当汽

..、ミ-・,.
✓ r,‘ ̀7' ，
 

ニョ『こ刃する

るか土壌に施用するととてある。殺虫

と同じである。
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閏付け後の防除桑剤としては，アルドリン・カンフェノクロラート・バラチズン・デ)¥,,,_, リ

ンドリン ・DDT左こか布効てあり，エンドリン 2l1鴨乳剤てha当汽り 1lJ O --1 5り副を［物0某

部匠向っ

。

7)プロッカ・ド・コルモ

3roca cl.c colmG 

Diatraea saccharalis 

ットカ和 (Crambidae) Viこ属するメイ虫類であって，サトウキビの重要宝虫て亥る勺イネも食

害するが，イネ たい。 トウキヒ畑に隣接して行われたと芦尻発生する。この虫は

イネては研究されていたいか，サトウキビてよ〈研究されている。

エラズモと同じである。

6)ラガルタ，

8)ラカルタ・ロスカ

I」agarta rosca 

Agrotis ipsilon 

ラガルク・ロスカという語には Agrotis ipsilon のぼか，ヤカ料 (Noct以.id a 0; 〉（／）多

〈の属の虫を含んでいる。最も普通たのは Agr o t i s i p s i l anてある。 A.i p s i l o nはイネ

だけでた〈［薗芸作物にも大ぎ左 出す。イネの害虫の が，発生が多いとぎ冗

は若いイネを全戚させるので防除の対象となる。害は立穂では少た〈，｛甚水前の乾田

成虫・幼虫とも夜行性であるo幼虫は日中は土中に僭み，夜間に地表冗出て！直吻 ブ

'"°0 

多いn

は日中は柏物の陰に溶み，夜間に移励するo移動距離は大ぎく，かつ，すう光性である。卵は佼間に

柏物の葉や茎に産みつけられる。さたぎにたる蝙所も土中である。

この虫は周年発生する。サンバウロ小Hピンダモニャガーバの稲作地警の例では， の発生ピーク

は8~1 1月であり，とく冗 11月に大玄〈，周年採集頭数の 30 o/oを捕獲している。

防除法としては，汚染地帯では禎付け煎応よく耕起すること，柏杓げ前にカルパリル 7.5花粉剤，

Dで） D10笏粉剤， DDT 1 0 o/o粉剤を加当たり 18 Kg, 古たは予番窒みそ 1m当たり 1.2'iを

ること，柏付け後に発生したら上記の殺虫剤を歴用することてある。

9)ラガルタ・ミリタール

Lagarta mi1itar, Lagarta clos capinzais, Lagarta dos 

pastas, Lagarta d_os arrozais, Curuqは e

C uruc:i_ば臼r合 do□ milharais 

Spodoptera frugiperda 

d::is capinど勺.i..,1, 

ヤガ科に属し，成虫は夜行性てあり，飛しよう力があり，すう光性であるo産卯はイネおよひィ不

和雑草の葉に行われ，産卵数は 1頭当たり 50 ~3  5 0個てある。卵胡間は 3~ 1 0日であり，功虫

らかい葉から食害し始め，植物全体応及ひ，隣接する柏物へ移動ずる。幼虫期閏は 15~ 2 5日
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であり，ナ中てさなぎ（し、だり，

グランテドスー Jl州

1 0 ~・1 5日で放虫となる(

水を入れる前の 10• 1 1月 ずる。サンパウロ州では 12 

｝
 
rノ
(、レ

月

見

月に発生ずる。

寄主オ直物u、イネ各
セイ・サッ イモさナス＄コーヒー・ク

イゾウ・メロン~ 吟モモ・ピーマン・オ

防除薬剤は以下尻述へる1位のラガルタ類に危共逍で，

テルトリン・ EPlヽ左

I O) 

e' 

a

《
し

_
L
e
l
 

力几

七
しヽ

名r

戸）戸

［ 

ート・アーチチコーク¢ ワタ冷チジャ・アルファルファ・ジャカイモ略ラ，，，ヵ

c ana, 

J,10 C'f S 

ンパッソ

m-oas 
ふ

g
 
c¥｝ 

ichぃ

med id. er, 

りf¥1)

はe 

し,un」

laii,pes 

c ， 

Lag筏rta

に

i
 

ー一
t

L

 

る。

_
 

F
l
 

d a 

るf頃国か

芥キ。ミカン類 s インゲンマメ・ジュート a クダモノトケ

ラ名キャベッ。ダイズ。ゴムたどである。

•
しらご+) 

T
1
 a
 

只芦 ai B, 

a7 n 7 
・よ豆..I 

s
 

r

1

0

)

 

ィ
、
~r

i

 

じ

La 

a
 

-t-

r t 

do 

bra re乳呂，

G,tpim, ら
9
`
 

9
,
 

f
_」

ラカルタ・コンバノ：ノ戸~ ヤカ和紀属するのて，前述0ラカルク・ミリクールと大体同様の生活環で

ある。だだし、，さなぎ応左ると含に柔を巻いて祠を作る

る。卵期間は 7~ 1 2日，幼虫期間は約 2 5日，さた

r
 

・＇し 記録がしけしは

この虫旦アラゴアス州・セルジノペ州のサンフランジスコ河流域に多発する。なぢ，

前述rl)ラカ］し夕、ミリタールは L左いこう

ンパウロ，）州では 1月， リオグランテドスール州では 2月~J!:, 月である。サンバウロ州バーレドパライ

ーパの水田地号では成虫は 11月~3月忙

食草はイネのはかアルファルファ・ラ，ノカセイ・ダイズ・クローバ類・ワク・ジュート・コーヒー令

Uren a lobataてある

1 1)ラカルタ・ド。トリーゴ

L8. 箆包rta 

゜
"1 
9
,
＇j
 

，
 

O) g
 

.
l
 r
 

十` ーrc 
J
 

T
上

D丁JT, B日C' エンドリン・バラチオン・

past o, 

dos 

arr oz, 

て多〈

a
 

＇上r-］
 

/~ 
ー

r

o

 

a

f

 

mi l.i teer, 

Lag a rt a 

milharais, 

I鼻 g,¥rt2.

Btcho 

゜
ぶ
5 ar『 OZ狂 is,

Lagarta 

listratia 

eng enhei ro, 

rc.lrnos, 汀octus

ri a 

Bi cho 

mulata 

る。また，幼虫は尺取り型で歩行す

は 9~1 5日である。

る時期は七）レジ．ノペ州ては 3月~7月，サ

ml lharal, し旦garta do 

Pseudoletia 

ャガ科忙

adult era 

つけるo卵期間は 8~ 1 0日，

do 

Lag:art a --

この地帯には

2 6日，

れる（）

arr o口，

1頂の産卵数は 200~600個であり，

rise ad a 

Lag art a a_ 0 

do 

sec: o 

1個所に列を作って 30 ~ 4 0個産み

虫は尺取り叩て歩行するか，その後は尺取り塑て1寸歩行しない。 6

さ左きの期閲は 2~3週間である。 2齢までの幼

あるか，条件によって

は 7齢Iiこ左る。日

スールが1、1

石の る。さたぎには土中でなる。リオグランデド

第 1回威虫か 8月俊半に発生し，幼虫は 9月初から現われる。
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イネ尋コムギ念カラスムギ・ギョウキと、ンバ・アルファルファ・クイズ・トマトピ、 '·.• 

べ）3 

！？）その他のヤ万和幼虫

しだヤガ すへて葉を食害するイネの害虫であるが，あ祖り重要ては

.. 1 n t i c a r s i a g e mm a t i l i s, Ci r phi s l a t i us cu l a, C. m・i s c r c ,; t 

. polystrota, Faronta albilinea, F. quadra.mulata, l心. e U I、"J

h、11miぶ dicola, L. jaliscana, 1, 「oropsis hieroglyphica, .-V 

f /UC t比osalis, Spodoptera latifascia 

uleoptera しょうし目

1 3)ビッジョ・ボーロ

,~ 
E i Ch O b O 1 0, Cap i ta o, o cle ga1inha, Torresm っ， J' こ•'a Ci 

torresmo, Bicho gordo, Bicho p賃o, Cascudo do 乳rr uz, 

Cascudo preto cio arroz, Cascudo do seco, Cor~, Ca戸it合こ‘

do campo 

Euetheola humilis, Dyscinetus dubius (=D.alii).D. g,1,aa 

D. p l a n a t 1t s , D. r u g i fr o n s , L i g y r 1t s e b e n u s, S t e n o c r a. t e s 

laborator, S専 sp. 

これら一群の虫はコガネムシ科 (Scarabaeidae) に属する。 19 7 0年さでけ E1Lethec.:ダ

humilis とDys c i n e t u s du b i u sの 2種が加害していると られていたか，砂究f誤展

した結果， 6種の虫が追加されたo主要虫種は地域によって異なると考えた［ぽうがよいようぃ

は， 19 7 0年のサンパウロ州ノ米オリゾンテの陸稲での調査では涸体数比は L, eb eni,s 87. 

E. humilis 6,5%, D。 g a g a t es 5. 7 %であり， 1 9 7 2年のサンパウロ州ピンダモ

ーパてでは D.r u g i f r on s 8 9. 1 % , E. k um i l i s 9. 9 % , D. p l an a t u s 0, 8 % , 

ふ I a b o l a t o r 0. 3 %であった。

幼虫は根を食害し，イネは黄化ずる。加害が激しいとぎは穂は粕実しないし，柏物が枯死ずん

も吃る。畑の被害は坪状に現われ，局所的に黄化するo乾田直播水稲では あり，

る。成虫については，枝害がないという報告と植物の地際部を切断するという報告があり．罰

城尻よって異たるようである。

ビ、y'ンョ・ボーロの生活環についての研究はまだ不完全てあり，不明の点が多い。 E. h,, 厄，:l , 3 

グ）成虫は夜間に土から出て， 1頭当たり約 20個の卵を土中に産みつける。産卵場所は有機質尻畠

だ土壌で，動物のふんがあるところが多い。 12 ~ 2 0カ月後ふ化して幼虫になる。土中の幼
忙か左り長いようである。土中でさなぎとなり， 12 ~ 1 5日後に成虫になる。成虫は
う光性である。発生が多いのは古い草地の跡地や畑地の低地などである。

じ humilis の食草はイネのほかカラスムギ・サトウキピ・トウモロコシ・コムギ・ダ1
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ピートリキャベッ.:1/ャカイモ。イチコ名クダモノド、グイゾワてあり, Jj. g ,, g 11 n t e s はイネ。

コムギである万

であれは殺由五ij,D土i襄抱叶L文丁『＇扮衣，髯 d寸vJ後であれは 5日間ffも水，殺虫剤の

散布てある o 殺虫斉ijcつ使屯己鳳 3) ぐ')ぐ~ ルセベーン'"• /: :ecター，ニョの方法兄準ずる。

1 4)ビノン s'ア］レフィえテ

Bi c ho a Jf in et s 

Diabrotica speciosa, TJ. rミ戸立

ヒ；；｀ンョ舒アルフィネテ(r』ハム、ンモ 1、キ九十 (Galerucidae)のDiab r o t i c a属の虫を指す。

最も多い種は D. speciosa 叉戻る，'，幼虫Ufネ在迂戸し，切断し，穴をあける（）イネのげか1/

ャガイモ・サツマイモ。ラ，ノカャイ＂インゲ

マトなど他作物を日 し~ 〈加害す

1 
包： るし成虫はイネよりもインゲンマメ c 卜

ノン 5%扮剤布たはパラチオン 5%粉剤

を播ぎみそ 1m当たり 4'i庖用ずる（，アルト 1)ン・ヘフタクロール・クロールデンは効果がやや劣る

ようである。

1 5)ビ、ノ‘ンョ・アラメ

Bi c rio a ram e 

A e l u s s pp. , A g r i a t e s f; Tパ）。，（、:onoderv、8 S IlP・

ビ yショ零アラメはコメツキムン和 (Elaterida、e)の上記3属の虫を指すぃ幼虫は根芦よひ茎

の地際部を食害する。破冑い物は水分不足と左り，只弱し，黄化する。成虫は夜行性で昼間は薩稲・

茎の内部ICひそむ。 イネだけてな〈，種々の

としてイネ桝1、直物である。防餘はアルトリン 2、5%扮剤を播ぎみそ 1m当たり 3'?

1 6)ビ y シェイラ・ダ・ライース

に及ぶか，主

る。

Bicheira cla raiz, Bicheira, Gor,::'. し1lh O 8 a q U at i CO 8, Bi Cho 

da ra:L区， Larva da、 raiz, I虞 p;arta d.a raiz, Lagarta da 丘gはa,

Bicho da arr, ー）巳， Broca da raiz, Carnerinhos 

0 r y z o p ha g 11 s, o r y z a e, Cry I ob n q 11. s s :, ,, r・1_ l !l r is, Sp he no p ho r us t e tr i cu s 

(= Calendra tetrica), Helodytes fo・veolat-us(= Lissorhop-

trus foveola.tus), Hydrotimetes sp., Neobagous. sp., 

Pelonomus sp. 

これらの虫はゾウムシ科 (Curculionidae),コメツキムシ科 (Ela.teridae), ナガドロ

ム、ン科(Dryopidae )の 3 科• れ， S. t e tr i c usを除いて全部水中に住むこん虫である。

S. t e t r i cu s は1氏地の 古する。これら 5科のうち，研究が進んでいるのはゾウ

ムシ科である。

Ory z op hag u s o r y z a , が最も晋追てあり，成虫・幼虫とも水薩両方紀住むことがてぎる。
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叫 1u rも ia冗 -iC互 H , Hh11nz up炉rt h、 dom-i吃 ,:ca,, Oryza,eph・i/u、s sur-ina-

f. 7's i 8, K
 

g
 
t
 

Q
 

ー
§~ 

n
 

,, " c t r I l ,1 , C ,, r r y r 

ie!lo, Cadra ca・1.deil11, Plod・i11 inter-

れ io n I r u, Iば Btodcrm,・1. serri,,orn 、万

9 ィ

ジアてはネスミ

ど若えられて，，ヽ る（、しかし

左いようで名， 9こ:,0

国に］ってはネズミの害のぼうか病化虫より数段大ぎいた

ブラシルてはネズミ <')'.,lfは厄とんどないようてあり，報告も

1 )土襄紛，｝＇

€ぅ了訂,, 了0:c巴合ご ~り;• ,, u」.

Jfe/.oidegyn 

害は咋珀に

るのは，

van1caャ Pratylench,比 8 brrx chyurus, P. zea e 

きた方い。日（二z2¥』は亙稀を 3 と収

へ，
J,‘
 ゐi 

し＞L」 わから

よる心ガ！で，これらの線虫古も［関連しているのであろうと述べ

ある。

？＼イネ心枯母土応

『()r: ta し、•，へ anca

Apheler,choides bessey-1. 

1 9 6 8年しごリオクフン

るii斤合：旦

ール州の水稲て発見べれだ、）胴徴は日本の 病と同じてある。

3) ぷC 、~、一

9
L
 
臼「＇

Schizote/.ranychns oryzae 

上記 1種たけが1不に書かあるレ弓已録されていな。

4〕,Jヽ、烏

:Pas勺ar o, :Fas u心r-in ho 

Aa p t n s c ha p i 〈vi了'）、、), ¥folothrus bonariensis (chol)im), 

Passer domest1ヽC11 S (p 臼~ 戸 iais), Crotophaga ani (anu) 

の後の（ ） プラジル名であるv A、Ch Op i とM. b o n a r i e n s i s お

よひ出徳後応加害し， P. d o m e s t i c u s c C. a n i は
は町の立.i:

加害する。 P.domesticus
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5)ナメクジ僭カクツムリ

工巳sma, Oaracol 

サンクカタリーナ州の渫水直播水稲では，播種後の ナメクジ，カタツムリの害が出るより

て〗ヅ恥州の屈作指導要綱の中に防除法か書いてあることから考えると，地方応よって

のであろうバ

1 0 稲作雑草

訳い

プラ 1/)レの陵稲作では除草剤は厄とんど使用されない。水稲作では使用し始めたところてある。桶

日本と共通のものも，異だるものもあるo報告された種類を科こと vこ主とめて下に列記し斉()

この中冗雑草として Oryza sativaがある。 これはブラジル語でarroz V:?rm巳lho 

（赤米）， ar roz ぃret o (黒米）と呼ばれるもので，水稲作およひ低地の陛稲作に多い。 l直物体

の形状はイネと同してあり，極めて防除しにくい。もみは栽培米より小さく，

黒米では黒色をしており，混入によって米の市場価値を落とす。

Aizoaceae ザクロソウ科

Molli,go verticillata クルマバザクロソウ

Amarantha.eeae l:'. ユ科

Alternanthera philoxeroides 

Ama, r a, n t h us d e f l e x us ハイビエ

A. hibridus ホソアオゲイトウ

A. spinosus ハリピュ

A. viridis アオビュ

Alismataceae オモダカ科

Sagittaria montevidensis 

Araceae サトイモ科

Richardia brasiliensis 

Asclepiadaceae ガガイモ科

Asclepias curassavica 

l:ioraginaceae ムラサキ科

Heliotropium indicum 

Caryophyllaceae ナデシコ科

Dr y ma r i a c o rd a t a オムナグサ

Commelinacea6 ツユクサ科

Co mm e l i n a e l e g a n s 

c. nudiflora ンマツユクサ
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Compositae キク科

Ag e r a t um c o 11 y z o i d e s 

Bidens p・ilosa コセンダングサ

Eclipta alba クカサプ巳ウ

E四 ilin sonchifolia. ウスベニニカナ

Erechtites hieracifol・in ダンドボロギク

E. val eria,naefol ia, タケダグサ

ヅ

s
 

S

。
1》

ゞ

r

n

s

クノ

e

m

n

 

c

a

u

8

 

s

r

切

t

.

t

a

a

o

礼

a

m

l

r

r

a

l

e

l

u

.

t

o

s

m

 

u

t

f

r

u

t

s

↓

u

u

 

p

a

i

u

h

a

a

f

e

s

 

r

.

1

p

p

t

c

r

i

t

c

o

 

u

l

r

r

a

i

b

d

a

"

 

?

．

t

a

u

p

p

.

t

r

i

t

 

0

p

p

s

s

s

r

6

p

 

m

.

t

o

l

8

 

u

a

況

r

¢

o

t

g

u

e

m

 

r

o

.

t

o

a

s

u

 

ー

o

s

h

・

t

u

.

t

 

c

n

h

h

 

a
 

t

n

h

 

a

.

t

p

o

a

c

t

 

p

l

a

p

k

n

n

 

a

n

y

.

t

o

a

 

．

．

 

u
 

G

g

G

G

G

H

M

S

X

 

E
 

Convolvulaceae l::'..)レガオ科

Jpomoea longic,tspis 
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Sida cordifolia. 
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Oenotheraceae アカバナ科
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P0rtulaccciceae スベリヒュ

Port,ilacca oleracea スペリヒュ

R礼 bi <1 c e孔 e アカネ科

Borreria oapitata 

Scrophulariaceae ゴマノハグサ科

Scopa.ria dulcis 

Soianaceae ナス科

Solanuni american1c加

yphaceae ガマ科

Typha domingensis 

1 1 プラシルの油御飯

ブラジルてはとのようにして米を食べているかということも，少しは知って垢〈必要がある。

は料理は図がてであるが，油御阪を作っている廣でノートしセことをここに書こうと思う。油御阪に

はいろいろの物を入れるのて，ぶそらく考えられ左いぼどの変化があるであろう。その一つたと思っ

ていだだぎたい。

泊御飯（あふらごはん)という言葉はプラジルの日系社会の言葉てある。日本式の御阪は白御飯

（しろごはん）と呼んでいるo 白御飯は日系社会尻残っているたけで，プラ・ンルの汽とんとの御阪は

ここ1て書く油徊飯である。

1)材料

米30 0叫，ダイズ油 10 me, ニンニク 2個（小りん茎 2個のこと），直径5cmのタマネキ 1/4

個塩小さじ2はい。ニンニクは表面の薄皮をむいて，小さな手軽な押しつふし器でつふし，搾汁も

搾りかすも使う。タマネギは 3~5mm角尻ミジン切りにする。

2)作り方

① 古す，米を机の上匹広けて石がないか調へる。米は水でざっと洗う。日本のよう冗とかす，ナ

ぐ水を捨てる。

別のなへ尻油を入れて熱し，熱くなってから塩，タマネギのミ；；ン切り，ニンニクの押しつぶ

しを入れる。ょ〈かぎ古わしながら 1~2分熱する。タマネギの一部はきつね色になる。

このなべの中に①で用意した米を入れる。よくかき古わしたがら 1~2分熱する。米は油と米

げついて来た水とでてぎた粕質物でとろとろの団子状Iてなる。これは黄色がかった薄い褐色紀見える。

どろどろの塊から離れた米はパチンと音をたてる。

④ 水を入れて炊く。水の量や火加咸たとは日本での方去と同じてある。炊ぎ上りまでに要する時

-42-



間も日本と同じである勺

3) 味

炊ぎ上った油御飯は嬉い黄褐色を いる。ニンニクと~ タマネギ(/.)香は不后議` なくらいi印定完全

応消えている。食べてみると，塩は効いでいるし，わすか［こ味もついているし，ぢいしい御飯てある。

日本のように主食は徊飯たけというのではな〈，プランルでは泊御飯は主食の一部てある。油御飯は

フェンョンをかけて食へることも多い。

用いる油はダイズ油・コーン油など植物性であれは伺てもよい。家庭によって使う油は違い，油の

選択がその家庭の味を作る ようである。

1 2 むすび

プラジルの市場で好まれるのは長粒種のインディカ米てある。しかし，長い間安定した栽培かで窒

る多収型の長粒秤はフラ，ンルにたかったので，市場価値か低い短粒種も用いられていた。近年の稲育

ずはらし〈，現在ては大部分が長粒種になっている。

プラジルではコイアス州の米かうまいと言われている。コイアス}、卜lはいわゆるセラード地菊であっ

て，やせ地てあり，保水力［こ乏しく，サバンナ的な乾燥地帯である。日本のう古い米の作り方と幾つ

も共通点かあるように思われる。謹稲と水栢，インテメカと／ャポニカという根本的な違いがあるに

もかかわらす，共追点か見出せるということは非常1て興味深いことである。

栽培法は，プラジルか岐稲を主体応するため，大部分の面積では日本と全く異なる。水稲作のこ〈

小部分で日本との共通点が見出せる。リオプンャネイロ州の移植水稲かそれである。注た，サンタカ

クリーナ州のイクジャイ地区の翡民は自分か所有する小面積の水田から伺とかして少しても収．量をあ

けようとしている。これらはフラジル な農民てあり，上地が阪られている日本の農民と同じ

ような考え万をしている。これも数少たい共追点の一つてある。

病虫害てはフラジルのイネの害虫相は日本を含むア／アの害虫相とぼぼ完全にと言ってよいぼど異

たっている。プラジルで報告された稲の菌類病はアシアと共通てあり，病害全体からみるとブラジル

はアンアより単純であるように思われる。

土壌忙ついてはこの報告書では省略した。青こうとしたが，ブラジル全体の土壌を論せねはならず，

筆者の能力ては不可記であったからてある。

この報告書は決して元全なものではないか，フラ／ルの稲作の既略を知っていたたけれはと思い，

提出した次第てある。どたたかこの散告書を補足訂正して完全なものにしていただけたら幸である。
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